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達
成

度
グ
リ
ッ
ド

 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
名

: 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
・
イ
グ
ア
ス
地

域
自
然
環
境
保
全
計
画

 
分

野
 

課
題

 
指

標
／
確

認
事
項

 
情

報
源

 
達

成
度

 
活

動
 

1-
1 

関
係

機
関

の
協

力
体

制
を

形
成

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

域
の
自

然
環
境

情
報

及
び
デ

ー
タ
を

共
有
す

る
計
画

を
合
同
で
作
成
す
る
。

 

・
協
力
体
制
組
織
図

 
・
各
機
関
の
役
割
分
担

 
・
作
成
さ
れ
た
計
画
書

 
・
計

画
書

の
作

成
プ

ロ
セ

ス
へ

の

各
関
係
機
関
の
参
画
状
況

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

現
物
確
認

 

- 合
同
調
整
委

員
会
（

JC
C
）
や
ワ

ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
（

W
G
）

の
内
部
規
定

を
作
成
・
採

択
し
、

3
つ
の

C
/P

機
関
間
の
協
力

体
制
の
形
成
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
合
意
形
成
の
過

程
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

地
域

の
自

然
環

境
情

報
及

び
デ

ー
タ

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
共

有
す

る
こ

と
が

計
画

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

情
報

収
集

方
法

に
つ

い

て
の

C
/P

機
関

間
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
も
適
切
な
進
捗
を
み
て
い
る
。

 
- 情

報
管

理
方

法
に

つ
い

て
は

現
在

協
議

を
重

ね
、

合
意

形
成

を
図

っ
て

い
る

段
階

で
あ

る
。

一
方

、
環

境
教

育
や

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

な
部

分
の

合
意

が
で

き
て

い

る
。

 
- 「

自
然

環
境

管
理

」
に

つ
い

て
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
部

（
つ

ま
り
、

C
/P

機
関
と

JI
C

A
専
門
家
チ
ー
ム
）
で
合
意
形
成
中
で
あ
り
、
概
ね
合
意
に
至
っ
て

い
る
状
態
で

あ
る
。

 
- 定

期
的

な
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
っ

た
情

報
共

有
に

よ
り

、
関

係
機

関
の

協
力

体
制

は
当

初
に

比
較

し
て

大
幅

に
改

善
さ

れ
て

い
る

。
た

だ
し

、
今

後
の

更
な

る
改

善

が
望
ま
れ
る

。
 

 
1-

2 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
、
衛
星
画
像
、

動
物
相
、
植
物
相
、
ア
グ
ロ
・
エ
コ

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
及
び

社
会
・

経
済
状

況
の
情
報
を
整
理
・
共
有
す
る
。

 

・
当

該
情

報
及

び
デ

ー
タ

の
整

備

状
況

 
・
共

有
に

向
け

て
の

体
制

・
基

盤

整
備
状
況

 

（
同
上
）

 
- 本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
収
集
活
動
に
お
い
て
“
ア
グ
ロ
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
”

に
限
定
し
た
活
動
で
は
な
く
、
“
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
”
全
般
に
つ
い
て
収
集
し
て
い
る
。

 
- 自

然
環
境
管

理
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
、
つ
ま
り

3
箇
所
に
お
け
る
動
植
物
リ
ス
ト
及
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
け
る
民
有
地

50
0
軒
の
土
地
利
用
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に

よ
り
収
集
）
、
社
会
的
な
デ
ー
タ
な
ど
が
収
集
さ
れ
た
。

 
- 専

門
家

は
、

関
係

機
関

職
員

に
対

し
て

日
本

の
自

然
環

境
管

理
の

実
例

を
紹

介
し

た
。

同
活

動
を

通
じ

て
、

日
本

側
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

側
双

方
で

、
本

件
業

務
に

よ
っ

て
目

指
す

べ
き

具

体
的

な
方

向
性

、
イ

メ
ー

ジ
の

共
有

化
を

図
っ

た
。

例
え

ば
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
に

含

ま
れ

る
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

焦
点

を
当

て
る

こ
と

、
こ

れ
を

グ
リ

ー
ン

コ

リ
ド

ー
地

域
に

お
け

る
適

切
な

環
境

保
全

管
理

方
法

と
位

置
づ

け
る

こ
と

、
日

本
型

、
ア

ル

ゼ
ン
チ
ン
型

の
自
然
管
理
方
法
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

 
- プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

通
じ

て
収

集
さ

れ
た

情
報

を
基

に
、

日
本

側
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

側
双

方
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

H
P）

が
作
成
さ
れ
た
（

20
04

年
12

月
ス
ペ
イ
ン
語
版
及
び
英
語
版

完
成
）
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
側

H
P
は

、
ス
ペ
イ
ン
語
と
英
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

H
P

の
維
持
・
更
新
の
責
任
者
と
、
定
期
的
な
情
報
更
新
の
仕
組
み
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、

サ
ー

バ
ー

不
具

合
な

ど
が

あ
り

、
こ

れ
ま

で
の

と
こ

ろ
定

期
的

に
更

新
す

る
に

は
至

っ
て

い

な
い
が
、
間
も
な
く
機
能
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
各
機
関
の

H
P
で
も
本

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

紹
介

を
行

う
こ

と
と

し
、

市
役

所
で

は
情

報
公

開
担

当
者

配
置

さ
れ

た
ほ

か
、

国
立

公

園
で
は
既
に

H
P
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

 
- ア

ン
ド

レ
シ

ー
ト

市
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

用
事

務
所

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

機
器

を
設

置
す

る
な

ど
、
作
業
環
境
を
改
善
し
た
。

 
- 自

然
環

境
情

報
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
、

情
報

・
デ

ー
タ

の
収

集
・

共
有

に
関

す
る

提
案

が
ま
と
め
ら
れ
た
。

 

添付資料 2
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1-

3 
セ

ミ
ナ

ー
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
研
修

を
行
い

、
自
然

環
境
管

理
に
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
。

 

・
セ

ミ
ナ

ー
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
の
開
催
実
績

 
・
参
加
者
か
ら
の
評
価

 
・

C
/P

の
セ
ミ
ナ
ー

・
W

S
企
画

・

運
営
能
力
の
向
上
度
合
い

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

研
修

参
加

者
ア

ン
ケ

ー

ト
 

- C
/P

機
関
職
員
及

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
教
員
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を

6
回

を
実
施
し
た
。
う
ち

5
回
は
ア

ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
に
お
い
て
、

1
回
は
ポ
サ
ー

ダ
に
お
い
て

実
施
し
、
総
参
加
者
数
は

21
2
名
で
あ
る
。
上
記

5
回
の
う
ち

2
回
は
環
境
教

育
セ
ミ
ナ
ー

で
あ
る
。

 
- 研

修
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
生

態
省

が
中

心
と

な
っ

て
実

施
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
紹

介
・

情
報
級
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
施
さ
れ
た
（
州
政
府
の
人
、

N
G

O
な
ど

参
加
）
。
結
果

は
取

り
ま

と
め

中
で

あ
る

。
他

の
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
も

、
今

後
実

施
の

予
定

で
あ

る
。

ア

ン
ケ
ー
ト
フ

ォ
ー
ム
は
既
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。

 
 

2-
1 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
及
び
観
光
客

を
対
象
に
、
普
及
材
料
を
作
成
す
る

た
め
の
研
修
を
行
う
。

 

・
研

修
参

加
者

リ
ス

ト
（

人
数

、

所
属
な
ど
を
含
む
）

 
・
研

修
参

加
後

に
自

発
的

に
作

成

さ
れ
た
普
及
材
料
の
事
例

 
・
普
及
材
料
へ
の
反
響

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

現
物
確
認

 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
普
及
啓
発
促
進
の
た
め
の
計
画
案
（
普
及
戦
略
報
告
書
）
を
作
成
し
た
。

 
- パ

ン
フ
レ
ッ

ト
4
種
類
（
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
普
及
用
、
②
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
普
及
用
、
③

ア
ン

ド
レ

シ
ー

ト
市

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
普

及
用

及
び

④
イ

グ
ア

ス
国

立
公

園
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ

ー
ン
普
及
用
）
を

2,
00

0
セ
ッ
ト
作
成
し
、
関
係
機
関
職
員
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
、
地
域
住
民

及
び

観
光

客
に

配
布

し
た

。
ど

こ
の

機
関

が
何

部
担

当
す

る
か

を
決

め
、

各
機

関
が

配
布

し

た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
は
、

50
0
部
は
手
持
ち
で
１
軒
１
軒
配
布
し
た
。
イ

グ
ア

ス
生

態
省

事
務

所
に

は
、

配
布

用
に

設
置

し
て

お
り

、
訪

問
者

が
自

由
に

持
ち

帰
る

こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

2-
2 

普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
・
実
施
す

る
。

 
・
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
数

 
・
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
数

 
・

C
/P

の
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

企

画
・
運
営
能
力
の
向
上
度
合
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票

- 毎
年

、
実

施
計

画
書

（
年

間
計

画
）

を
作

成
し

、
本

計
画

に
記

載
の

活
動

を
実

施
し

た
（

ラ

ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ネ
ル
等
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
・

W
S
な
ど
）
。
 

- プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

普
及

の
目

的
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

愛
称

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

カ
ブ

レ
イ

）

を
作
成
し
た
。

 
- 2

00
4年

8月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
約

35
0
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
。
 

- マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
情

報
提

供
す

る
際

に
は

、
全

国
、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

北
部

地
方

、
州

の
い

ず

れ
の

レ
ベ

ル
に

お
い

て
も

唯
一

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
を

通
じ

て
行

う
こ

と
を

合

意
し

た
。

ロ
ー

カ
ル

（
市

）
レ

ベ
ル

で
は

、
自

由
に

リ
リ

ー
ス

し
て

よ
い

こ
と

と
な

っ
て

い

る
。

こ
れ

ま
で

の
と

こ
ろ

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
は

し
て

い
な

い
が

、
メ

デ
ィ

ア
側

か
ら

の
取

材

は
あ
り
、
新
聞
（
少
な
く
と
も

5
件
）
、

TV
（
少
な
く
と
も

2
件
）
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
ジ
オ
で
は
頻
繁
に
宣
伝
し
て
い
る
。

 
 

2-
3 

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
す
る

た
め
の
研
修
を
行
う
。

 
・
研

修
参

加
者

リ
ス

ト
（

人
数

、

所
属
な
ど
を
含
む
）

 
・
研

修
参

加
後

の
、

研
修

参
加

者

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

計
画

作
業

へ
の

参
画
状
況

 
・
参
加
者
か
ら
の
評
価

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

研
修

参
加

者
ア

ン
ケ

ー

ト
 

- 既
存
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、
そ
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
た
。

 
- 同

時
に
、
関

係
各
機
関
よ
り
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
提
案
を
募
集
し
た
。
生
態
省
、

国
立
公
園
局
各

1
回
（
ブ
エ
ノ
ス
か
ら

N
G

O
を
通

じ
て
講
師
派
遣
）
実
施
し
た
。

 
- こ

の
ほ

か
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
に

導
入

す
る

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

計
画
中
で
あ
る
。

 
- 研

修
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
は

今
後

実
施

の
予

定
で

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

フ
ォ

ー
ム

は
既

に
準

備
さ
れ
て
い

る
。

 
 

2-
4 

環
境
教
育
の
教
材
を
作
成
す
る
た
め

の
研
修
を
行
う
。

 
・
研

修
参

加
者

リ
ス

ト
（

人
数

、

所
属
な
ど
を
含
む
）

 
・
研

修
参

加
後

に
、

研
修

参
加

者

に
よ

り
作

成
さ

れ
た

教
材

の
事

例
 

・
作
成
さ
れ
た
教
材
の
内
容

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

研
修

参
加

者
ア

ン
ケ

ー

ト
、
現
物
確
認

 

- 既
存
の
教
材
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、
そ
の
見
直
し
と
改
善
点
の
検
討
を
行
っ
た
。

 
- 2

00
5
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー
セ
ッ
ト
（
写
真
入
り
。
卓
上
用
、
壁
掛
け
用
）
各

1,
20

0
部
を
作
成

し
た
。

 
- 研

修
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
は

今
後

実
施

の
予

定
で

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

フ
ォ

ー
ム

は
既

に
準

備
さ
れ
て
い
る
。
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2-

5 
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 
・
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況

・
参
加
者
か
ら
の
評
価

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
者

ア

ン
ケ
ー
ト

 

- 2
00

4
年

9
月
及

び
11

月
に

、
教

員
を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

2
回

開
催
し
、
計

82
名
の
関
係
機
関
職
員
及
び
教
育
関
係
者
の
参
加
を
得
た
。

 
- 参

加
者

か
ら

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
や

活
動

、
専

門
性

に
つ

い
て

高
い

評
価

を
得

て
お

り
、

満
足

感
が

表
明

さ
れ

て
い

る
。

一
部

教
師

の
中

か
ら

は
学

校
の

授
業

の
中

で
、

環
境

に
関

し

た
テ
ー
マ
を
扱
い
は
じ
め
て
い
る
。

 
- プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

は
今

後
実

施
の

予
定

で
あ

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
フ

ォ
ー

ム
は

既
に
準
備
さ

れ
て
い
る
。

 
 

3-
1 

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
計
画
を
作
成
す

る
。

 
・
計
画
書
の
有
無

 
・
計
画
内
容

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告

書
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
計
画
書
な
ど

- プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
内

部
で

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

に
つ

い
て

の
イ

メ
ー

ジ
の

共
有

化
を

図

っ
た
。

 
- 拠

点
施

設
と

し
て

の
宿

泊
サ

イ
ト

の
選

定
、

調
査

と
設

計
、

施
工

、
管

理
運

営
の

た
め

の
情

報
収
集
を
行
い
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
基
本
計
画
案
を
作
成
し
た
。

 
- ア

ン
ド
レ
シ

ー
ト
市
内
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。

 
 

3-
2 

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実
施
の
た
め
の

研
修
を
行
う
。

 
・
研

修
参

加
者

リ
ス

ト
（

人
数

、

所
属
な
ど
を
含
む
）

 
・
研

修
参

加
後

の
、

研
修

参
加

者

に
よ
る
活
動
事
例
（
研
修
効
果
）

・
参
加
者
か
ら
の
評
価

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

・

C
/P

聞
き
取
り

/質
問
票
、

研
修

参
加

者
ア

ン
ケ

ー

ト
 

- 研
修
の
た
め
に
必
要
な
情
報
が
収
集
さ
れ
、
研
修
計
画
案
を
作
成
し
た
。

 
- 日

本
か
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
客
受
入
れ
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た
。

 
- 研

修
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
は

今
後

実
施

の
予

定
で

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

フ
ォ

ー
ム

は
既

に
準

備
さ
れ
て
い

る
。

 

 
3-

3 
ア
グ
ロ
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
を
実
施
す
る
。

 
・
事
業
の
実
施
状
況
（
実
施
件
数
、

参
加

人
数

、
活

動
形

態
・

内
容

な
ど
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

調
査

結
果

に
関

す

る
報
告
文
書
な
ど

 

- 日
本
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
客
を
受
け
入
れ
た
（

2
回
）
。

 
- 宿

泊
サ
イ
ト

の
設
計
・
施
工
を
行
っ
た
。

 
- 関

係
機

関
の

間
で

、
事

業
の

施
設

整
備

や
運

営
体

制
に

つ
い

て
の

合
意

形
成

の
仕

組
み

が
確

立
さ

れ
て

お
ら

ず
、

今
後

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

現
時

点
で

は
、

協
議

会
の

設
置

を
検

討

し
て
い
る
。

 
- プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
に

お
い

て
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

た
め

の
サ

ー
ビ

ス
業

が
依

然
未

成
熟

で
あ

る
。

例
え

ば
、

観
光

局
事

務
所

の
営

業
時

間
が

短
い

（
ハ

イ
シ

ー
ズ

ン

で
も
午
後

4
時

ま
で
）
、
食
事
、
宿
泊
情
報
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
が
な
い
、
情
報
を
得
る
た
め

の
ツ

ー
ル

が
不

足
し

て
い

る
な

ど
で

あ
る

。
一

方
、

改
善

さ
れ

た
点

と
し

て
は

、
州

道
が

ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
さ
れ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
 

3-
4 

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実
施
を
通
じ
て

知
識
及
び
経
験
を
蓄
積
し
、
民
間
の

活
動
に
利
用
す
る
。

 

・
事

業
実

施
を

通
じ

て
得

た
知

識
・
経
験
の
事
例

 
・
上

記
知

識
・

経
験

な
ど

の
蓄

積

方
法

 
・
同

成
果

品
（

文
書

、
デ

ー
タ

ベ

ー
ス
な
ど
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、
現
物
確
認

 
- 日

本
か

ら
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
実

施
を

通
じ

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

場
所

、
実

施
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

 

成
果

１
 

指
標

 
指

標
入
手

手
段

 
達

成
度

 

関
係

機
関

間

に
お

い
て

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

地
域

の
自

然

環
境

情
報

及

び
デ

ー
タ

が

共
有

さ
れ

、

1.
1 

実
施

機
関

が
合

同
で

作
成

し
た

計
画

書
 

・
活
動
計
画
書

 
- C

/P
機
関
間
の
調

整
を
促
進
す
る
た
め
の
年
間
業
務
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
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1.
2 

実
施

機
関

に
よ

り
整

理
さ

れ
た

情
報

の
項
目
数
・
量

 
・
活
動
計
画
書

 
- 収

集
し
た
情
報
・
デ
ー
タ
は
自
然
環
境
情
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
整
理
し
、
約

30
部
コ
ピ
ー
を
配
布
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に

よ
る

共
有

は
ま

だ
で

き
て

い
な

い
が

、
今

後
実

施
の

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
要

約
板

の
作

成
、

配
布

は
検

討
中

で

あ
る
。

 
- 市

民
図

書
館

（
ホ

ル
ヘ

・
ル

イ
ス

・
ボ

ル
ヘ

ス
公

立
図

書
館

）
に

お
い

て
、

図
書

配
列

の
見

直
し

や
情

報
ア

ク
セ

ス
の

改
善

を
通

じ
て

、
同

図
書

館
を

環
境

情
報

の
フ

ォ
ー

カ
ル

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
整

備
す

る
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

ジ
ャ

ク

イ
事
務
所
に
お
い
て
も
同
様
の
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。

 
- 収

集
さ
れ
た
情
報
・
デ
ー
タ
の
項
目
及
び
量
は
、
植
物
（

61
科

17
2
種
）
、
節
足
動
物
（

8
月

33
科
 

10
月

53
科
）
、

両
生
類
（

5
科

13
種
）
・
爬
虫
類
（

5
科

5
種
）
、

鳥
類
（

26
科

55
種
 

8
月
時
点

調
べ
 

38
科

79
種
 

10
月
）
、
哺

乳
類
（

12
科

19
種
）
、
土
壌
、
気
候

、
衛
生
画
像
（
航
空
写
真
）
、
社
会
経
済
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

 

自
然

環
境

管

理
に

有
効

活

用
さ
れ

る
。

 

1.
3 

連
携

事
業

（
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

の
開

催
数

・
参

加
機

関

数
・
参
加
者
数

 

・
活
動
計
画
書

 
- セ

ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

4
回
（
環
境
教
育
に
関
す
る
情
報
共
有
セ
ミ
ナ
ー
・

W
S
は
含
ま
な
い

。
同
セ
ミ
ナ
ー
・

W
S
は
、
成

果
2
の
方
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
）
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
総
参
加
者
数
は

21
2
名
で
あ
る
。
参
加
機

関
は
、
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
生
態
省
、
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
、
国
立
公
園
局
の
ほ
か
、
環
境

N
G

O
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

の
学
校
な
ど
で
あ
る
。

 
 

1.
4 

実
施

機
関

で
共

有
さ

れ
た

情
報

の
項

目
数
・
量

 
・
活
動
計
画
書

 
- （

上
記
指
標

1.
2
を
参
照
の
こ
と
）

 

指
標

 
指

標
入
手

手
段

 
達

成
度

 
2.

1 
改

善
及

び
作

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム

の
数
・
質

 
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

す
る

参
加

者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
･
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
調
査

 

- ア
ン

ド
レ

シ
ー

ト
市

に
お

い
て

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
以

前
は

、
地

域
の

特
性

に
あ

っ
た

環
境

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム

は
な

か
っ

た
た

め
、

現
在

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

新
規

作
成

中
で

あ
る

。
一

般
的

な
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

生

態
省
が
１
つ
、

A
PN

が
１
つ
持
っ

て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
既
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
地

域
の
特
性
や
状
況
を
考
慮
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
改
善
を
行
え
ば
よ
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

 
- A

PN
と
生
態
省

は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

1
回
ず
つ
計

2
回
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

生
態
省
は
自
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用

し
、

A
PN

は
関
係

N
G

O
よ
り
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら
い
実
施
し
た
。

 
- 参

加
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
フ
ォ
ー
ム
は
作
成
済
み
で
あ
り
、
今
後
は
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

 

成
果

２
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
地

域
に

お

け
る

住
民

及

び
観

光
客

を

対
象

と
し

た

自
然

環
境

保

全
の

普
及

啓

発
活

動
が

促

進
さ

れ
、

環

境
教

育
プ

ロ

グ
ラ

ム
及

び

教
材

が
改

善

さ
れ
る
。

 

2.
2 

改
善

及
び

作
成

さ
れ

た
教

材
の

数
・

質
 

・
教

材
に

対
す

る
参

加
者

へ
の

ア

ン
ケ

ー
ト

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
 

- 写
真
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
（
卓
上
：
オ
フ
ィ
ス
、
壁
掛
け
用
：
一
般
家
庭
）

12
00

ず
つ
を
作
成
以
外
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
教
材
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

 
- 今

年
度

は
、

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

及
び

視
聴

覚
教

材
を

作
成

を
す

る
予

定
で

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
は

、
い

く
つ
か
の
教
材
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

 
2.

3 
普

及
お

よ
び

環
境

教
育

の
指

導
者

数

（
関
係

3
機
関

役
所
の
職
員
）

 
・

研
修
修
了
証
書
、
活
動
報
告
書

- 指
導

者
の

定
義

が
明

確
化

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
指

導
者

数
を

数
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
今

後
、

定
義

づ
け

を
行

っ

て
い
く
。

 
- エ

コ
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
行
く
中
で
、
候
補
者
は
出
て
き
て
い
る
。

 
- 研

修
修
了
証
書
は
、
第

1
回
セ

ミ
ナ
ー
で
は
発
行
し
て
い
る
。
第

2
回
は
発
行

さ
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
に
配
布
は
さ

れ
て
い
な
い
。

 
 

2.
4 

普
及
お
よ
び
環
境
教
育
の
実
施
回
数

 
・
活
動
報
告
書

 
- 国

立
公
園
局
及
び
生
態
省
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
も
の
は
、
各

1
回
計

2
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
- こ

の
際
、
国
立
公
園
局
は
、
対
象
地
域

の
特
性
や
状
況
を
考
慮
し
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
関
係

N
G

O
か
ら

講
師
を
招
い
て
実
施
し
た
。

 
 

2.
5 

普
及

お
よ

び
環

境
教

育
へ

の
参

加
者

数
 

・
活
動
報
告
書

 
- こ

れ
ま
で
に
、
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
た
学
校
教
員
の
数
は

82
名
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
州
立
公
園
の
レ
ン
ジ

ャ
ー
、
国
境
警
備
隊
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
国
立
公
園
局

C
/P
、
現
地
業
務
従
事
者
（
州
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
来
年
か
ら

採
用
さ
れ
る
予
定
）
な
ど
（
計

10
名
程
度
）
も
参
加
し
て
い
る
。

 
成

果
３

 
指

標
 

指
標

入
手

手
段

 
達

成
度
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3.
1 

 パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
計
画
書

 
・
事
業
計
画
書

 
- 2

00
5
年

3
月
に

同
計
画
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。

 
- た

だ
し

、
同

計
画

書
に

お
い

て
は

、
責

任
の

所
在

（
責

任
機

関
）

や
運

営
に

お
け

る
各

機
関

の
役

割
分

担
詳

細
、

資
金

計
画
（
予
算
措
置
）
、
収
入
の
使
途
等

に
関
す
る
計
画
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
間
に
お
い
て
こ

れ
ら
の
点
を
議
論
し
、
明
確
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

 
3.

2 
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

へ
の

参
加

機
関

数
・

参
加
者
数

 
・
事
業
計
画
書

 
- 同

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
は

、
現

在
準

備
段

階
で

あ
り

、
実

施
段

階
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

そ
の

た
め

、
参

加
機

関
・

者
数

は
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

 
- 準

備
の
一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
く
地
元
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
観
光
協
会
の
設
立
準
備
会
合
を

3
回
ほ
ど
行
っ
て
い
る
（
隔
週

1
回
火
曜

日
開
催
）
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
く
。
参
加

し
て
い
る
民
間
団
体
と
し
て
は
、
マ
テ
茶
工
場
（
観
光
工
場
）
、
個
人
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
業
者
、
観
光
業
に
関
心
を
持
っ

て
い

る
人

た
ち

、
地

元
ラ

ジ
オ

関
係

者
な

ど
が

あ
る

。
暫

定
的

な
代

表
者

・
副

代
表

者
も

決
ま

っ
て

お
り

、
議

事
録

も

と
っ
て
い
る
。

 

パ
イ

ロ
ッ

ト

事
業

の
実

施

を
通

じ
て

、

地
域

住
民

に

お
け

る
自

然

資
源

の
持

続

的
利

用
の

知

識
及

び
経

験

が
蓄

積
さ

れ

る
。

 

3.
3

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

よ
り

得
ら

れ
た

デ
ー
タ
項
目
数
・
量

 
・

事
業

報
告

書
及

び
研

修
参

加
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
調
査

 

- 上
記
の
通
り
、
実
施
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
同
指
標
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
な
い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
 

課
題

 
指

標
（
期

待
さ
れ

る
結
果

）
情

報
源

 
評

価
結
果

 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域

*1
に
お

け
る

国
立

公
園

局
(A

PN
)、

州
政

府
(M

ER
N

Ry
T)

及
び

ア
ン
ド
レ

シ
ー
ト
市
の
職
員

の
自
然
環

境
管
理
能
力
が
向

上
す
る
。

 
 *1

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
：
グ

リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
北
部
地
域

の
保
護
区
と
そ
の
バ
ッ
フ
ァ

ー
ゾ
ー
ン
。

 

①
 A

PN
職

員
の

自
然

環
境

管
理

能
力

度
*2
（

段
階

評

価
－
特
に
成
果
１
）

 
 *2

 
自

然
環

境
管

理
能

力

度
：

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は

3
つ

の
期

待
さ

れ
る

成
果

に

集
約
さ
れ
た

7
つ
の
具
体
的

能
力
を
表
す
。

 

成
果

の
達

成
状

況
を

示
す

個

別
指

標
か

ら
作

成
す

る
総

合

指
標
。

 
１

.1
 
活
動
計
画
書

 
１

.2
 
活
動
報
告
書

 
１

.3
 
職

員
へ

の
ア

ン
ケ

ー

ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
 

１
.4
 
訪
問
者
・
関
係
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査

 

- 現
時

点
に

お
い

て
は

、
指

標
に

設
定

さ
れ

て
い

る
段

階
評

価
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い

が
、

今
後

能
力

度

向
上
を
測
る
た
め
の
評
価
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
す
る
。

 
- A

PN
職
員
（

C
/P
）
の
能
力
は
向
上
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
（
バ
ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
）

に
関

す
る

動
植

物
自

然
環

境
情

報
収

集
に

積
極

的
に

参
加

し
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

担

当
し
た
り
、

50
0
軒
の
情
報
調
査
を
現
地
業
務
従
事
者
と
と
も
に
同
行
し
、
直
接
調
査
活
動
に
携
わ
っ
た

り
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

2
国

間
研
修
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
当
す
る
な
ど
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
 

- そ
の
経
験
を
活
か
し
、

20
05

年
5
月
に
は
独
自
で

A
PN

局
内

の
G

PS
研
修
を

企
画
し
、
国
立
公
園
の

レ
ン
ジ
ャ
ー
や
国
境
警
備
隊
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

 
- ま

た
、

最
近

で
は

、
自

然
環

境
管

理
に

対
す

る
意

識
が

向
上

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
積

極
的

に
携

わ
る

よ
う
に
な
り
、
定
期
的

に
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

 

 
 

②
 M

ER
N

Ry
T

職
員

の
自

然
環
境
管
理
能
力
度
（
段

階
評
価
－
特
に
成
果
１
，

２
）

 

同
上

 
 

- 段
階
評
価
に
つ
い
て
は
、

A
PN

の
場
合
と
同
様
の
状
況
で
あ
る
。

 
- プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

長
（

C
/P
）
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
も
担
当
し
た
。
能
力
の
向
上
が
見
ら
れ
る
。

 
- ま

た
、

州
立

公
園

の
レ

ン
ジ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

環
境

教
育

、
自

然
環

境
調

査
に

参
加

す
る

機
会

を
得

て
、
デ
ー
タ
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
各
自
の
活
動
に
お
い
て
活
用
す
る
意
欲
を
示
し
て
い
る
。 

- 生
態

省
本

省
（

ポ
サ

ー
ダ

ス
）

に
お

い
て

は
、

長
官

、
総

局
長

な
ど

が
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
（

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

）
に

対
す

る
関

心
を

高
め

て
お

り
、

優
秀

な
レ

ン
ジ

ャ
ー

を
同

地
域

に
配

置
す

る
意

図

を
示
し
て
い
る
。
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③
 ア

ン
ド

レ
シ

ー
ト

市
職

員
の

自
然

環
境

管
理

能

力
度
（
段
階
評
価
－
特
に

成
果
３
）

 

同
上

 
- 段

階
評
価
に
つ
い
て
は
、

A
PN

の
場
合
と
同
様
の
状
況
で
あ
る
。

 
- 市

役
所
の

C
/P

は
、
積
極
的
に
生
態
省
、
国
立
公
園
局
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
高
ま

っ
て

い
る

ほ
か

、
情

報
収

集
・

発
信

に
つ

い
て

も
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

て
積

極
的

に
実

施
し

て

い
く

意
向

を
示

し
て

い
る

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
を

パ
ワ

ー

ポ
イ
ン
ト
で
作
成
し
、

関
係
者
以
外
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
を
自
発
的
に
実
施
し
て
い
る
。

 
- 州

政
府

（
生

態
省

）
や

国
立

公
園

局
と

の
連

携
が

生
ま

れ
た

こ
と

を
前

向
き

に
捉

え
て

お
り

、
今

後
も

積
極
的
に
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
意
向
を
示
し
て
い
る
。

 
- 市

の
観
光
開
発
方
針
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
文
書
と
し
て
ま
と
め
て
あ
る
。
 

上
位

目
標

 
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
及
び
州

立
保
護
区
の
管
理
が
改
善
さ

れ
、
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
に

お
け
る
自
然
環
境
保
全
が
強

化
さ
れ
る
。

 

①
 環

境
負

荷
要

因
（

密
猟

・

違
法

伐
採

の
回

数
等

）

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

時
を

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

と

し
て

5
年

後
に

減
少

し

て
い
る
。

 
②
 保

護
区

内
に

お
い

て
指

標
種
（
例
：
ジ
ャ

ガ
ー
等
）

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了

時
点

か
ら

5
年

間
は

確

認
で
き
る
。

 
③
 持

続
的

に
自

然
資

源
を

活
用
し
た
経
済
活
動
（
ア

グ
ロ

･
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

等
）
件
数

や
収
入
が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

を

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て

5
年
後
に
増
加
し
て
い
る
。

1.
 

A
PN

、
M

ER
N

Ry
T
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報

告
書

 
2.

 
A

PN
、

M
ER

N
Ry

T
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報

告
書

 
3.

 
実

施
機

関
職

員
、

地
域

住
民

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調

査
 

- 指
標

入
手

方
法

と
し

て
、

主
に

経
済

状
況

の
悪

化
か

ら
、

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
行

わ
れ

て
い

な

い
こ

と
が

現
時

点
に

お
け

る
問

題
点

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
た

だ
し

、
こ

れ
ら

の
指

標
は

基
本

的

に
は

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

側
に

と
っ

て
馴

染
み

の
あ

る
も

の
で

あ
り

、
各

指
標

に
つ

い
て

の
デ

ー
タ

収
集

及

び
記
録
の
責
任
機
関
が
決
ま
っ
て
い
る
。

 
- 指

標
3
に
つ
い
て
は

、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
件
数
に
つ
い
て
は
調
査
に
よ
り
比
較
が
可
能
と
思
わ
れ
る

が
、

収
入

に
つ

い
て

は
デ

ー
タ

取
得

が
困

難
で

あ
り

、
ま

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

連
を

明
ら

か
に

す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
標
の
設
定
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

 
- 現

時
点
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
特
に
大
き
な
改
善
も
悪
化
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。 
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評
価
グ
リ
ッ
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

評
価
設
問

 
5
項
目
そ
の

他
の
基
準

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・
方
法

 
結
果

 

実
績
の
検

証
 

投
入
は
計
画
ど
お
り
か

 
日
本
側
投
入

 
計
画
値
と
比
較
し
て
大
幅

な
乖
離
が
な
い
、

 
投
入
の
実
績
に
よ
る
、
活
動

へ
の
支
障
を
来
た
し
て
い

な
い

 

- 
16

名
の
短
期
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
専
門
分
野
の
選
択
、
技
術
レ

ベ
ル
、
専
門
家
の
人
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
概
ね
適
切
で
あ
り
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
の
評
価
も
高
い
。

 
- 

20
04

年
度
に
は

2
名
の

C
/P

s（
生

態
省
１
名
、
国
立
公
園
局
１
名
）
を
本
邦
研
修
に
受
け
入
れ
た
。

ま
た
、
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
訪
問
研
修
と
し
て
、
環
境
教
育
及
び
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
、

3
名
の

C
/P

s（
生

態
省

1
名
、
ア

ン
ド
レ
シ
ー
ト
市

2
名
）
を
ブ

ラ
ジ
ル
・
セ
ラ
ー
ド
生
態
コ
リ
ド

ー
保
全
計
画
他
の
視
察
研
修
に
派
遣
し
た
。
派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
研
修
項
目
の
選
択
、
技
術
レ

ベ
ル
の
設
定
、
派
遣
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
適
切
で
あ
っ
た
。

 
- 
機
材
に
つ
い
て
は
、
移
動
用
小
型
テ
ン
ト
、
建
設
器
具
、
記
録
用
機
材
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ

デ
オ
な
ど
）
な
ど
約

48
2.

2
万
円
相
当
が
供
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

JI
C

A
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
事
務

所
に
お
い
て
、
車
輌
や

PC
な
ど

事
務
機
器
が
調
達
さ
れ
、
供
与
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
概
ね

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
供
与
・
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
専
門
家

の
責
任
の
下
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
間
に
お
い
て
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
に

よ
る
管
理
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
- 
現
地
業
務
費
に
つ
い
て
は
、

20
04

年
度
（

20
05

年
3
月
末
ま
で

）
に
約

86
5
万
円
が
支
出
さ
れ
て

い
る
。

 
 

 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
投
入

 
（
同
上
）

 
- 

C
/P

と
し
て
、
生
態
省

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
長
を
新
た
に
１
名
雇
用
し
た
（

1
年
ご
と
の
契
約
）
。

国
立
公
園
局
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
属
職
員
を
２
名
配
置
し
た
が
、

1
名
は
異
動

と
な
り
現
在
は

1
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
は
、

C
/P

sを
2
名
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

３
つ
の
各

C
/P

機
関
よ
り
兼
任
の

C
/P

が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
計

21
名
に
上
っ

て
い
る
。
い
ず
れ

も
意
欲
、
能
力
の
面
に
お
い
て
適
切
な
人
材
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
必
要
業
務
量
を
考

慮
し
た
場
合
、

4
名

の
C

/P
sで

は
不
十
分
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
間
に
お
い
て
は
有
効

性
及
び
効
率
性
向
上
の
た
め

C
/P

の
増
員
が
望
ま

れ
る
。

 
- 
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
生
態
省
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
際
し
て
使
用
を
許
可
す

る
と
い
う
形
で
、
サ
イ
ト
の
土
地
と
建
物
を
供
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
態
省
は
プ
エ
ル
ト
イ
グ

ア
ス
に
調
整
用
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
実
際
の
調
整
業
務
は
イ
グ
ア
ス
国
立
公

園
管
理
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

所
の
改
築
、
会
議
室
・
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

3
つ
の

C
/P

機
関
に
よ
る
投
入
総

額
は
、
約

10
万

４
千

ペ
ソ
と
な
っ
て
い
る
。

 
- 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
各

C
/P

機
関

は
、

C
/P

の
配
置

に
よ
る
人
件
費
、
業
務
に
か
か
る

出
張
手
当
、
車
輌
燃
料
代
な
ど
を
負
担
し
て
い
る
。

 
- 
し
か
し
、
燃
料
代
、

出
張
手
当
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
、
頻
繁
な
移
動
や
宿
泊
を
伴
う
活
動
の

実
施
は
困
難
で
あ
る

。
加
え
て
、
関
係
機
関
が
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、

円
滑
な
情
報
交
換
や

議
論
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
計
画

通
り
産
出
さ
れ
て
い
る

か
 

 
目
標
値
と
比
較
し
て
、
大
幅

な
乖
離
が
な
い
（
評
価
時
点

ま
で
に
想
定
さ
れ
る
目
標

値
と
比
較
）

 

- 
成
果

1
及
び

2
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
産
出
さ
れ
て
い
る
。
成
果

3
に
つ
い
て
は
、
宿

泊
サ
イ
ト
の
選
定
に
関
す
る
合
意
形
成
、
州
政
府
か
ら
の
使
用
許
可
取
得
な
ど
に
お
い
て
、
当
初

計
画
か
ら
大
幅
に
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
計
画
の
作
成
に
遅
延
が
生
じ
た
が
、

日
本
人
専
門
家
の
派
遣
期
間
を
延
長
し
て
対
応
し
た
結
果
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達

成
の
見
込
み
は
あ
る
か

 
 

（
同
上
）

 
- 
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
活
動
に
大
幅
な
遅
延
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
ほ
ぼ
計

画
通
り
に
産
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

 
実
施
プ
ロ

セ
ス
の
検

証
 

活
動
は
計
画
通
り
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か

 
進
捗
に
問
題
は
な
い
か
。
あ

る
場
合
、
そ
れ
は
何
か
。

 
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
比

較
し
て
大
幅
な
乖
離
が
な

い
 

- 
進
捗
に
つ
い
て
は
、
概
ね
計
画
通
り
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
半
期
間
に
お
い
て
は

C
/P

機
関

間
の
合
意
形
成
に
時
間
が
か
か
り
遅
れ
を
生
じ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
合
意
形
成
に
時
間
を
費
や

し
た
分
、
現
在
は
機
能
し
て
お
り
、
進
捗
も
加
速
さ
れ
、
結
果
的
に
は
有
効
性
を
増
し
て
い
る
。

 
- 

C
/P

機
関
間
及

び
C

/P
間
の
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

 
 

技
術
移
転
の
方
法
に
問

題
は
な
い
か

 
あ
る
場
合
、
ど
の
分
野
に
お

け
る
ど
の
技
術
移
転
方
法

に
問
題
が
あ
る
か
。
そ
の
解

決
方
法
（
案
）
。

 

進
捗
の
大
幅
な
遅
れ
が
な

い
、

 
C

/P
の
理
解
度
・

能
力
が
深

ま
っ
て
い
る

 

- 
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
活
動
に
大
幅
な
遅
延
は
生
じ
て
い
な
い
。

 
- 
ま
た
、

C
/P

の
理

解
度
・
能
力
も
全
体
的
に
向
上
し
て
い
る
。

 
- 
技
術
移
転
の
方
法
は
、
全
体
的
に
は
概
ね
適
切
と
判
断
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
間
に
お

い
て
は
、
各
活
動
に
た
い
す
る

C
/P

間
及
び

C
/P

機
関
間
の
役
割
と
責
任
の
分
担
を
明
ら
か
に
し
、

効
率
性
を
向
上
す
る
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
自
立
発
展
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
に
問
題

は
な
い
か

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

 
各
活
動
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ﾞ

担
当
者
が
配
置
さ
れ
て
い

る
、

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
様
式
及
び

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
処

理
方
法
に
つ
い
て
合
意
さ

れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
、

 
関
係
者
に
よ
る
会
議
が
定

期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

 

- 
こ
れ
ま
で
に

JC
C
を

2
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、

20
05

年
8
月
に
は

本
中
間
評
価
調
査
と
時
期
を
同

じ
く
し
て
第

3
回
目
が
実
施
さ
れ
る
。

W
G
会

議
は

20
04

年
7
月
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
概
ね

2
ヶ
月
に

1
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
お
り
、

20
04

年
7
月
、

8
月

、
11

月
、

20
05

年
3
月
、

7
月

の
計

5
回
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

起
因
す
る
問
題
が
生
じ
て

い
な
い
、

 
活
動
が
順
調
に
進
捗
し
て

い
る
、

 
政
策
面
及
び
資
金
面
で
政

府
・
関
係
省
庁
の
支
持
を
得

て
い
る

 

- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
機
関
の
事
務
所
は
、
プ
エ
ル
ト
・
イ
グ
ア
ス
市
及
び
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
内

の
７
箇
所
に
分
散
し
て
お
り
、
ま
た
、
通
信
面
に
お
け
る
制
約
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
半
期
間
を
通
じ
て
各
事
務
所
の
通
信
設
備
が
改
善
さ
れ
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
に
お
い
て

も
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
無
線
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
通
信
状
況

は
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
物
理
的
な
改
善
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
に
お
い

て
は
、
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
ほ
ぼ
毎
週
実
施
し
て
お
り
、

C
/P

sと
JI

C
A
専
門
家
の
間
で
の

情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

 
- 
こ
れ
ら
の
改
善
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
に
お
け
る
制
約
は
減
少
し
、
現
在
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

や
欠
如
に
よ
る
重
大
な
問
題
は
生
じ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
情
報
共
有
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
一
層
改
善
す
る
目
的
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
通
じ
て
送
受
信
さ

れ
る

E
メ

ー
ル
の
確
認
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
の
内
規
を
定
め
る
予
定
で
あ

る
。

 
- 
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
半
期
間
に
お
い
て
は
、

C
/P

sと
JI

C
A
専
門
家
の
間

で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
詳
細
計
画
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
予
算
措
置
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

 
 

 
意
思
決
定
は
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
機
関

内
の
意
思
決
定
が
迅
速
に

行
わ
れ
る

 

- 
意
思
決
定
に
関
す
る
機
関
・
職
員
が
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
、
ポ
サ
ー
ダ
ス
市
、
ア
ン
ド
レ
シ

ー
ド
市
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
円
滑
な
合

意
形
成
と
意
思
決
定
に
時
間
が
か
か
る
面
は
あ
る
。
し
か
し
、
各
機
関
の
担
当
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
の
意
思
決
定
責
任
者
（
大
臣
、
総
裁
、
市
長
）
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
お
り
、

各
C

/P
機
関
内

部
に
到
達
し
て
し
ま
え
ば
、
意
思
決
定
は
円
滑
に
行
わ
れ
る
。

 
 

 
JI

C
A
本
部
及
び

在
外
事
務

所
と
の
連
絡
・
協
力
体
制
は

整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

 

連
携
・
協
力
不
足
に
起
因
す

る
活
動
の
遅
延
等
が
な
い

 
- 

JI
C

A
本
部
及
び

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
事
務
所
か
ら
は
十
分
な
支
援
・
助
言
等
を
得
て
お
り
、
連
携
・
協

力
不
足
に
起
因
す
る
活
動
の
遅
延
等
は
生
じ
て
い
な
い
。

 

 
 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側

C
/P

機
関

間
の
連
絡
・
協
力
体
制
は
整

備
さ
れ
て
い
る
か
。

 

（
同
上
）

 
- 
上
記
の
通
り
、

3
つ
の

C
/P

機
関

間
の
連
絡
・
協
力
は
比
較
的
時
間
が
か
か
る
場
合
が
多
い
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
同
要
因
に
起
因
す
る
大
幅
な
活
動
の
遅
延
、
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

 



 

 

160

 

 
実
施
機
関
や
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
認
識
は

高
い
か

 

関
係
省
庁
は
、
高
い
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

 

予
算
措
置
状
況
に
起
因
す

る
活
動
の
遅
延
そ
の
他
の

支
障
が
生
じ
て
い
な
い
、

 
そ
の
他
必
要
な
支
援
が
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
わ
れ
て

い
る

 

- 
全
体
的
に
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
向
上
し
て
い
る
。

 
- 
国
立
公
園
局
に
お
い
て
は
、
職
員
（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
の
増
員
を
行
う
、
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
の
周

辺
住
民
と
の
協
働
を
促
進
す
る
た
め
の
新
し
い
部
署
を
設
立
す
る
、
ジ
ャ
ク
イ
事
務
所
を
建
設
す

る
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
円
滑
に
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

成
果
を
十
分
に
活
用
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

 
- 
生
態
省
は
、
エ
コ
ツ

ア
ー
の
開
発
に
大
臣
レ
ベ
ル
で
の
関
心
が
高
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
土
地
提
供
、
木

の
伐
採
許
可
な
ど
へ
の
迅
速
な
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

地
へ
の
人
員
配
置
や

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
優
秀
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
配
置
（

1
名
）
を
予
定
し
て
い
る
。
 

- 
市
役
所
に
つ
い
て
は

、
調
整
事
務
所
の
建
設
な
ど
自
主
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、
車
輌
の
提
供
、
資

材
の
提
供
な
ど
も
意

欲
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
担
当
職
員
の
関
わ
り
（
ア
イ
デ
ア
出
し
な
ど
）

も
深
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
地
近
隣
に
市
有
地
（

10
ha
）
の

土
地
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
地
と
連
結
し
て
、
将
来
的
に
市
民
の
森
と
し
て
保
全
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
、
自
発

的
な
動
き
を
始
め
て
い
る
（
知
事
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
）
。
国
立
公
園
局
と
の
連
携
に
よ
り
、
国

立
公
園
の
東
側
に
お
け
る
観
光
関
連
活
動
の
実
施
に
つ
い
て
も
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
ウ
ル
グ
ア

イ
州
立
公
園
以
外
の
州
立
公
園
に
つ
い
て
も
開
放
し
、
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
つ
つ
活
用
し
て

行
く
考
え
を
持
っ
て
い
る
ほ
か
、
イ
グ
ア
ス
川
の
ほ
と
り
に
展
望
台
と
し
て
整
備
す
る
、
市
民
苗

畑
を
整
備
す
る
な
ど
多
数
の
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
る
。

 
 

 
実
施
機
関
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
（

C
/P

の
配

置
状
況
、

外
部
関
係
機
関
と
の
連

絡
・
調
整
な
ど
）

 

C
/P

配
置
に
対
す

る
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
、

 
活
動
内
容
に
高
い
関
心
を

示
し
て
い
る
、

 
連
絡
・
調
整
の
対
応
が
早
く

て
的
確
で
あ
る

 

- 
生
態
省
は
、
事
務
局
長
職
の
専
属
職
員
を

C
/P

と
し
て
雇
用
・
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
公

園
局
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

C
/P

職
員

1
名
を
配

置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

3
つ

の
C

/P
機
関
か

ら
JC

C
及

び
W

G
の

メ
ン
バ
ー

が
選
出
・
配
置
さ
れ
て
、
部
分
的
に
で
あ
る
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
い
る
。

 

 
適
切
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
が
配
置
さ
れ
て
い

る
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
量

及
び
業
務
内
容
に
見
合
っ

た
能
力
の
あ
る

C
/P

が
十
分

な
人
数
配
置
さ
れ
て
い
る

か
。

 

計
画
ど
お
り
の
人
数
の

C
/P

が
配
置
さ
れ
て
い
る
、

 
C

/P
配
置
に
起
因

す
る
活
動

の
遅
延
そ
の
他
の
支
障
が

な
い

 

- 
C

/P
の
能
力
は
総

じ
て
高
い
。
た
だ
し
、
必
要
業
務
量
を
考
慮
す
る
と
、
人
数
面
に
お
い
て
は
不
十

分
で
あ
る
。
現
在
は

、
3
機
関
よ

り
4
名
の

C
/P

sが
配
置
さ
れ
て
お
り
、

JI
C

A
専

門
家
と
共
に
活

動
し
て
い
る
。

 
- 

C
/P

の
配
置
に
起

因
す
る
活
動
の
大
幅
な
遅
延
・
支
障
等
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
生
じ
て
い
な
い
。 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

や
関
係
機
関
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
参
加
度
合

い
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
認
識
は
高
い
か

 

各
活
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
い
る
人
材
・
機
関
が
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
用

な
活
動
と
認
識
し
て
い
る

か
。

 

関
係
省
庁
、
地
域
住
民
な
ど

に
事
業
内
容
が
認
知
さ
れ

て
い
る
、

 
関
係
機
関
等
と
の
情
報
交

換
や
共
同
企
画
等
の
動
き

が
あ
る
（
他
ド
ナ
ー
、
環
境

N
G

O
な
ど
を
含

む
）
、

 
必
要
な
会
議
等
に
出
席
し

て
い
る

 

- 
C

/P
機
関
関
係
者

は
、
定
期
的
に

JC
C
及
び

W
G
に

参
加
し
て
い
る
。

 
- 

50
0
軒
調
査
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
北
部
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
は
、

40
0～

50
0
人
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の

人
た
ち
に
は
事
業
内

容
が
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 



 

 

161

 

 
そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
過
程
で
生
じ
て

い
る
問
題
は
あ
る
か
。

 

あ
る
場
合
、
そ
の
原
因
は
何

か
。

 
 

- 
特
に
な
し
。

 

妥
当
性

 
必
要
性

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
対
象
国

の
地
域
・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
か

 

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
は
、
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
の
東
に
隣
接
し
て
お
り
、
国
立
公
園
の
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
が
高
い
地
域
で
あ
る
。
一
方
で
、
同
地
域
は

貧
困
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
。

 
- 
し
た
が
っ
て
、
同
地
域
に
お
い
て
は
、
単
に
規
制
に
よ
り
地
元
住
民
の
、
自
然
資
源
を
利
用
し
た

（
間
違
っ
た
方
法
で
利
用
す
る
、
つ
ま
り
自
然
資
源
を
破
壊
す
る
）
経
済
活
動
を
制
限
す
る
だ
け

で
は
効
果
的
な
自
然
環
境
保
全
は
実
施
が
難
し
い
。
逆
に
、
自
然
環
境
を
保
全
し
、
そ
れ
を
生
活

水
準
向
上
の
た
め
の
資
源
と
し
て
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
困
状
態
か
ら
脱
出
で
き
る

方
法
を
提
示
で
き
れ
ば
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

、
同
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
現
状
を
把
握
し
、
関
係
各
機
関
の
連
携
・

協
力
を
強
化
し
、
自

然
環
境
を
保
全
し
つ
つ
地
域
資
源
を
活
用
し
た
経
済
活
動
の
形
態
を
模
索
す

る
も
の
で
あ
り
、
対

象
国
及
び
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る

か
 

 
- 
国
立
公
園
局
及
び
生
態
省
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
、
州
レ
ベ
ル
で
自
然
環
境
管
理
を
管
轄
す
る
機
関
で

あ
る
。
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
地
域
の
環
境
保
全
・
管
理
は
、
こ
れ
ら

2
機
関
に

と
っ
て
重
点
課
題

の
1
つ
で
あ
る

。
 

- 
一
方
、
ア
ン
ド
レ
シ

ー
ト
市
は
地
元
住
民
の
た
め
に
経
済
活
動
を
発
展
さ
せ
る
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
同
市
は
グ

リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
地
域
に
一
部
属
し
て
お
り
、
自
然
資
源
が
豊
か
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
資

源
と
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
収
入
源
を
開
発
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る

。
 

- 
こ
の
よ
う
に
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

3
つ
の

C
/P

機
関
全
て
の
ニ

ー
ズ
と
整
合
し
て
い
る
。

 
 

優
先
度

 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
及
び
ミ

シ
オ
ネ
ス
州
の
開
発
政
策

と
の
整
合
性
は
あ
る
か

 

 
- 
国
レ
ベ
ル
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
は
生
物
多
様
性
条
約
を
始
め
と
す
る
各
種
環
境
保
全
条
約
を

批
准
し
て
お
り
、
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
は
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
国
立
公
園
は
、
地
域
住
民
に

資
す
る
べ
き
と
す
る
政
策
に
基
づ
き
、
国
立
公
園
局
は
近
年
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
環
境
管
理
に

力
を
入
れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
関
係
で
、
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
は
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協

働
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
な
部
署
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
局
は
現
在
ス
ペ
イ
ン
の
支
援

に
よ
る
新
た
な
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
成
中
で
あ
る
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
重
複
し
な

い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
- 
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
は
観
光
開
発
と
環
境
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

2
つ

の
側
面
の
調
和
の

取
れ
た
発
展
を
政
策
の

1
つ
と

し
て
い
る
。

 
- 
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
観
光
開
発
の
潜
在
的
可
能
性
及
び
ニ
ー

ズ
を
認
識
し
て
お
り
、
最
近
い
く
つ
か
の
施
策
案
を
作
成
し
て
い
る
。

 
 

 
日
本
の
援
助
政
策
・

JI
C

A
国

別
事
業
実
施
計
画
と
の
整

合
性
は
あ
る
か

 

 
- 

JI
C

A
は
近
年
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
対
す
る
協
力
分
野
と
し
て
、
経
済
再
生
、
社
会
開
発
、
環
境
保

全
、
南
南
協
力
の
推
進
及
び
日
系
人
支
援
の

5
つ
の
分
野
を
重
点
分
野
と
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

5
つ

の
重
点
分
野
の

1
つ
で
あ
る
「
環
境
保
全
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
お
け
る

JI
C

A
の
援
助
方

針
と
一
致
し
て
い
る
。
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手
段
と
し
て
の
適
切
性
：

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
イ
グ

ア

ス
国
立
公

園
及
び
州

立
保

護
区
の
管

理
が
改
善

さ
れ

、

グ
リ
ー
ン

コ
リ
ド
ー

に
お

け
る
自
然

環
境
保
全

を
強

化
す
る
の

に
適
切
か

つ
効

果
的
な
戦

略
で
あ
る

か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ

ー
チ
及
び
対
象
地
域
は
、
適

切
な
選
択
か
。

 
近
隣
地
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る

JI
C

A
の
他

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の
協
力
・
連
携

は
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
そ
の
結

果
、
何
か
し
ら

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
か
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
他
地
域
に
も
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

 
対
象
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
い
る
、

 
JI

C
A
の
他
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
活
動
内
容
に
重
複
が

な
い
、

 
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協

力
或
い
は
交
流
し
て
い
る

 

- 
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
知
事
は
、

JC
C
に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
開
発
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
方
法
を
学
び
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
訓
を
州
内
他
地
域
で
類
似
の
問
題
に
直
面
し
て

い
る
地
域
に
適
用
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

C
/P

sの
能
力
向
上
と
適
切
な
仕
組
み
の
確
立
を
通
じ
て
、
収
集
・
更
新
し

た
自
然
環
境
情
報
及
び
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
環
境
管
理
を
促
進
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
北
部
地
域
に
お
い
て
広
く
適
用
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

 
- 
他
の

JI
C

A
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
近
隣
で
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
複
は
な
い
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

・
セ
ラ
ー
ド
地
域
の
環
境
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
視
察
研
修
受
け
入
れ
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
い
る
。

 
 

 
他
の
ド
ナ
ー
と
の
援
助
協

調
及
び
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
か
。

 

 
- 
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
近
隣
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
形
成
し
て

い
る
。
現
在
は
準
備
中
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
中
）
で
あ
り
、
協
調
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
連
携
・
協
力
の
可
能
性
は
あ
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の

選
定
は
適
正
か
（
対
象
、
規

模
な
ど
）

 
  

技
術
的
・
物
理
的
優
位
性
を

有
し
て
い
る
、

 
技
術
普
及
で
き
る
仕
組

み
・
規
模
・
行
政
的
又
は
法

的
位
置
づ
け
を
有
し
て
い

る
、

 
活
動
実
施
に
過
不
足
の
無

い
人
数
が
配
置
さ
れ
て
い

る
 

- 
国
立
公
園
局
は
、
国
立
公
園
、
国
立
保
護
区
に
お
け
る
自
然
環
境
保
護
活
動
の
実
施
及
び
監
理
を

行
っ
て
い
る
政
府
機
関
で
あ
る
。
同
局
は
、
大
統
領
府
内
の
観
光
庁
の
下
部
組
織
で
あ
る
が
、
独

立
し
た
権
限
と
予
算
を
有
し
、
全
国

34
保
護
区

を
管
轄
し
て
い
る
。
全
国

30
以

上
の
の
管
理
事

務
所
を
所
管
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
る
。

 
- 
生
態
省
は
、
環
境
分
野
に
お
け
る
政
策
立
案
を
行
う
の
み
で
な
く
、
野
生
動
植
物
の
保
護
や
環
境

教
育
活
動
、
州
立
保
護
区
の
運
営
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
密
接
に
関
連
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
業
務
を
担
当
す
る
特
別
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

 
- 
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市

は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
以

外
へ
の
波
及
性
は
あ
る
か

 
普
及
の
仕
組
み
が
整
備
さ

れ
て
い
る
、

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
評

価
・
関
心
が
高
い
、

 
技
術
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国

全
土
に
普
及
可
能
で
あ
る

 

- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
狭
義
に
は
、

3
つ
の

C
/P

機
関
に
対
し
て
研
修
等
を
通
じ
た
技
術
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
る
が
、
環
境

N
G

O
や
学
校
教
員
な
ど
に
対
す
る
普
及
・
教
育
活
動
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
の
実
施
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
・
観
光
客
の
意
識
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
で
も
あ
る
。

 
- 
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
内
に
お
い
て
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
以
外
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
。

 
- 
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
上
記
活
動
が
仕
組
み
（
制
度
）
と
し
て
確
立
す
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
普
及
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

 
効
果
の
受
益
や
費
用
の
負

担
が
公
平
に
分
配
さ
れ
る

か
 

受
益
者
設
定
に
偏
り
が
な

い
、

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
の
実

用
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い

 

- 
研
修
参
加
者
の
募
集
・
選
定
な
ど
に
お
い
て
も
偏
り
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

 
- 
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
実
施
に
際
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
先
住
民
に
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
、
実
施
過
程
に
巻
き
込
ん
で
行
く
予
定
で
あ
る
。

 

 
 

日
本
の
技
術
の
優
位
性
は

あ
る
か

 
類
似
の
協
力
事
例
が
あ
る
、

国
内
に
お
け
る
技
術
的
蓄

積
が
あ
る

 

- 
ブ
ラ
ジ
ル
・
セ
ラ
ー
ド
生
態
コ
リ
ド
ー
保
全
計
画
な
ど
、
生
態
系
保
全
分
野
に
お
け
る
類
似
協
力

を
実
施
し
て
お
り
、
知
識
と
経
験
を
蓄
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
保
護
区
管
理
体
制
は
地
域

住
民
や
地
元
の
機
関
、
行
政
な
ど
が
国
の
機
関
と
協
力
し
て
自
然
環
境
を
管
理
し
て
い
く
方
法
で

あ
り
、
本
地
域
に
お
け
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
管
理
の
方
法
に
適
し
て
い
る
。
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そ
の
他

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
巻

く
環
境
（
政

策
、
経
済
、
社

会
な
ど
）
の
変
化
は
な
い
か

 
- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
の
経
済
が
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
が
増

加
し
て
お
り
、
物
価
も
上
昇
し
て
い
る
。

 
- 
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
を
訪
れ
る
人
も
増
え
て
、

C
/P

機
関
や
地
元
住

民
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
特
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
た
。

 

有
効
性

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
達
成

さ
れ
て
い
る
か

 
 

 
（
添
付
資
料

2
を
参
照
の
こ
と
）

 

 
①
 A

PN
職
員
の
自

然
環
境

管
理
能

力
度
（
段
階
評

価
－
特

に
成
果
１
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
と

比
較
し
て
向
上
し
て
い
る

 
- 
段

階
評

価
は

こ
れ

ま
で

の
と

こ
ろ

実
施

さ
れ

て
お

ら
ず

、
現

時
点

に
お

い
て

同
評

価
の

結
果

に
言

及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
中
間
評
価
修
了
後
す
ぐ
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

C
/P

の
能
力
向
上

に
関
す
る
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

 
- 全

体
的
に
は
、
国
立
公
園
局

C
/P

の
能
力
は
向
上

を
見
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
添
付
資
料

2
「
達
成
度
グ
リ
ッ
ド

」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
指
標

1
に
該
当

す
る
欄
を
参
照
の
こ
と
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の

達
成
予
測
：

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
地
域

に
お

け
る
国
立

公
園
局

(A
PN

)、
州

政
府

(M
ER

N
Ry

T)
及

び
ア

ン
ド
レ

シ
ー
ト
市

の
職

員
の
自
然

環
境
管
理

能
力

が
向
上
す

る
。

 

②
 M

ER
N

Ry
T
職
員
の
自

然
環
境

管
理
能
力
度

（
段
階

評
価
－
特
に
成

果
１
，

２
）

 

同
上

 
- 
段
階
評
価
に
つ
い
て
は
、
上
記
国
立
公
園
局
と
同
様
で
あ
る
。

 
- 
全
体
的
に
は
、
生
態
省

C
/P

の
能
力
も
向
上
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
添
付
資
料

2「
達
成

度
グ
リ
ッ
ド
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
指
標

2
に
該
当
す
る
欄
を
参
照
の
こ
と
。

 

 
 

③
 ア

ン
ド

レ
シ
ー
ト
市
職

員
の
自

然
環
境
管
理
能

力
度
（

段
階
評
価
－
特

に
成
果

３
）

 
 

同
上

 
- 
段
階
評
価
に
つ
い
て
は
、
上
記
国
立
公
園
局
と
同
様
で
あ
る
。

 
- 
全
体
的
に
は
、
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市

C
/P

s
の
能
力
も
向
上
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
添
付

資
料

2「
達
成
度
グ

リ
ッ
ド
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
指
標

3
に

該
当
す
る
欄
を
参
照
の
こ
と
。

 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達

成
を
阻
害
す
る
要
因
は
あ

る
か

 

 
- 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
に
お
い
て
は
、
通
信
網
な
ど
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
部
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
部
と
の
情
報
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
時
に
は
活
動
の
遅
延
を
生
じ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。

 
- 
た
だ
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

JI
C

A
専
門
家
と

C
/P

sの
間
で
適
切
に

共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
要
す
る
予
算
を
適
切

な
時
期
に
措
置
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 
- 

C
/P

sに
よ
る
情

報
収
集
に
は
、
時
間
的
及
び
技
術
的
な
制
約
が
あ
る
。

 
- 
道
路
ア
ク
セ
ス
は
一

部
舗
装
に
よ
り
改
善
さ
れ
た
が
、
特
に
雨
天
に
は
移
動
が
困
難
に
な
る
。

 
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達

成
を
促
進
す
る
要
因
は
あ

る
か

 

 
- 
現
時
点
で
は
、
特
に
な
し
。

 

 
因
果
関
係

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
十
分
で
あ
る
か

 

 
- 
観
光
が
な
ぜ
自
然
保
全
に
つ
な
が
る
か
、
に
つ
い
て
の

C
/P

機
関
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
住
民
の
理
解

を
一
層
深
め
る
必
要
は
あ
る
。

 
- 
外
部
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
十
分
で
あ
る
。
外

部
条
件
は
マ
イ
ナ
ス
に
は
作
用
し
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
い
る
。
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
至
る
ま

で
の
外
部
条
件
は
、
現
時
点

に
お
い
て
も
正
し
い
か
。
外

部
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可

能
性
は
高
い
か
。

 

 
- 
外
部
条
件
は
現
時
点
に
お
い
て
も
正
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
満
た
さ
れ
て
い
る
。

 

効
率
性

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成

度
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度

は
適
切
か

 
目
標
値
に
沿
っ
た
実
績
を

上
げ
て
い
る

 
- 
（
添
付
資
料

2
参
照
の
こ
と
）

 

 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
阻

害
し
た
要
因
は
あ
る
か

 
 

- 
い
ず
れ
の

C
/P

機
関
に
お
い
て
も
職
員
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

C
/P

に
つ

い

て
も
主
な

C
/P

と
し
て
は
、
各
機
関
か
ら

1-
2
名
、
計

4
名
が

配
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

 
 

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
促

進
し
た
要
因
は
あ
る
か

 
 

- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
関
係
各
方
面
よ
り
高
い
関
心
を
得
て
い
る
。

 

 
因
果
関
係

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
産
出
す

る
た
め
に
十
分
な
投
入
で

あ
っ
た
か

 

投
入
の
不
足
或
い
は
不
適

切
性
に
起
因
す
る
遅
延
そ

の
他
の
支
障
が
生
じ
て
い

な
い

 

- 
日
本
側
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
と
も
に
必
要
な
投
入
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
は
投
入
に
起
因

す
る
大
幅
な
活
動
の
遅
延
、
そ
の
他
の
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

 
- 
た
だ
し
、
前
述
の
通
り
、
主
な

C
/P

の
数
は
十
分

と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
業
務
量
に
対
し

て
不
足
し
て
い
る
。

 
 

タ
イ
ミ
ン
グ

 
計
画
に
沿
っ
て
活
動
を
行

う
た
め
に
、
過
不
足
な
い

質
・
量
の
投
入
が
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
実
施
さ
れ
た
か
。
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

 

計
画
に
沿
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
投
入
が
実
施
さ
れ
て

い
る
、

 
タ
イ
ミ
ン
グ
の
不
適
切
性

に
起
因
す
る
遅
延
そ
の
他

の
支
障
が
生
じ
て
い
な
い

 

- 
投
入
は
、
概
ね
計
画
通
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

 

 
コ
ス
ト

 
 

類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比

較
し
て
、
総
投
入
コ
ス
ト
は

妥
当
で
あ
る
か
。

 

類
似
案
件
の
総
投
入
コ
ス

ト
と
比
較
し
て
大
幅
な
乖

離
が
な
い

 

- 
記
述
の
通
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
教
育
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
な
ど
の
活
動
面
、
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
地
域
を
対
象
地
域
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
・
セ
ラ
ー
ド
生
態
コ

リ
ド
ー
保
全
計
画
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
背
景
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
方
に
お
い
て
異

な
る
点
が
あ
り
、
両
者
の
総
額
を
単
純
に
比
較
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
を
判
断
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
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イ
ン
パ
ク

ト
 

上
位
目
標
の
達
成
予
測
：

 
イ

グ
ア
ス

国
立
公
園

及
び

州
立
保
護

区
の
管
理

が
改

善
さ
れ

、
グ
リ

ー
ン

コ
リ
ド

ー
に
お
け

る
自
然
環

境
保

全
が
強
化

さ
れ
る
。

 

①
 環

境
負
荷
要

因
（
密

猟
・

違
法
伐

採
の
回
数
等
）

が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時
を

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

と
し
て

5
年
後

に
減
少

し
て
い
る
。

 
②
 保

護
区
内
に
お
い
て
指

標
種
（
例
：
ジ
ャ
ガ
ー

等
）
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
時
点
か
ら

5
年
間

は
確
認
で
き
る
。

 
③
 持

続
的
に
自
然
資
源
を

活
用
し
た
経
済
活
動

（
ア
グ
ロ
･
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
等
）
件
数
や
収

入
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
時
を
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
と
し
て

5
年

後
に
増

加
し
て
い
る
。

 

①
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

点
と
そ
の

5
年

程
度
後

の
比
較

 
②
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

点
か
ら

5
年
間

の
指
標

種
確
認
結
果

 
③
 当

該
活
動
の
件
数
、
収
入

等
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
後

5
年
後

と
の
比

較
 

- 
現
時
点
に
お
い
て
は
、
上
位
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

 
- 
こ
れ
ま
で
の
進
捗
及

び
C

/P
機

関
や
地
域
住
民
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
成
功
裏
に
終
わ
れ
ば
、
上
位
目
標
は
将
来
的
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 

 
 

上
位
目
標
の
達
成
を
阻
害

す
る
要
因
は
あ
る
か

 
 

- 
現
時
点
で
は
、
特
に
な
し
。

 

 
因
果
関
係

 
上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
は
乖
離
し
て
い
な

い
か

 

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
然
環
境
が
優
先
す
る
国
立
公
園
か
ら
、
人
間
活
動
が
盛
ん
な
地
域
社
会

に
至
る
自
然
環
境
勾
配
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む
内
容
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
で
あ
る
「

3
つ
の

C
/P

機
関
の

自
然
環
境
管
理
能
力
向
上
」
は
、
上
位
目
標
で
あ
る
「
緩
衝
領
域

や
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
の
自
然
環
境
保
全
」
の
達
成
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
両
者
は
乖

離
し
て
い
な
い
。

 
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
か
ら

上
位
目
標
に
至
る
ま
で
の

外
部
条
件
は
、
現
時
点
に
お

い
て
も
正
し
い
か
。
外
部
条

件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性

は
高
い
か
。

 

 
- 
当
該
外
部
条
件
は
、
既
存

PD
M

に
お
い
て
は
２
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
文
頭
に
“
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中

”
と
の
文
言
が
あ
る
。
本
来
こ
の
欄
に
記
載
さ
れ
る
外
部
条
件
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
が
達
成

さ
れ
た
後
、
つ
ま
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
こ
と
を
指
す
の
で
、
時
間
設

定
の
点
に
お
い
て
修

正
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
波
及
効
果

 
上
位
目
標
以
外
の
効
果
・
影

響
が
想
定
さ
れ
る
か
。
特
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
軽
減
す
る
た

め
の
対
策
は
採
ら
れ
て
い

る
か
。

 

実
施
前
と
比
較
し
て
、
実
施

後
に
変
化
が
み
ら
れ
る

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
住
民
の
環
境
保
全
意
識
の
向
上
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
行
い
、
同

活
動
を
通
じ
て
自
然
環
境
保
全
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
に
つ
い
て
は
、

環
境
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
減
じ
る
方
法
を
十
分
に
考
慮
し
た
方
法
で
実
施
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
地
域
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
生
じ
る
可
能
性
は
少
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
出
て
い
な
い
。
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
、
社
会

的
階
層
の
違
い
に
よ
り
、
異

な
っ
た
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
は
あ
る
か

 

（
同
上
）

 
- 
自
然
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
間
に
は
利
害
関
係
者
間
の
対
立
が
生
じ
や
す
い
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実
施
、
つ
ま
り
こ
れ
ら

2
つ
の

側
面
を
調
和
さ
せ
る
方
法
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
幅
広
い
社
会
階
層

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
、
階
層
な
ど
の
面
で
）
を
対
象
と
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
持
続
可
能
性

を
減
少
さ
せ
る
要
因
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 
 

 
そ
の
他
の
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
は
あ
る
か
。
そ
れ
を
取
り

除
く
た
め
の
方
策
は
何
か
。

 
- 
特
に
な
し
。

 

政
策
・
制
度
面

 
政
策
支
援
は
協
力
終
了
後

も
継
続
す
る
か
。

 
 

- 
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
に
は
、

68
箇
所
、
約

77
.9
万

ha
の
保
護
区
（

20
04

年
10

月
時
点

）
が
あ
る
。

 
- 
国
立
公
園
局
は
、
パ
ラ
ナ
密
林
の
保
全
政
策
を

70
年
に
渡
り
実
施
し
て
い
る
。

 
自
立
発
展

性
 

 
関
連
規
制
、
法
制
度
は
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。
整
備
さ
れ

る
予
定
か
。

 

 
- 
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
政
府
は
、
生
物
多
様
性
保
全
に
基
づ
く
環
境
政
策
を
重
視
し
て
、

19
92

年
に
ミ
シ

オ
ネ
ス
州
自
然
保
護
区
法
が
他
州
に
先
駆
け
て
公
布
さ
れ
、
保
護
区
の
管
理
体
制
の
整
備
が
企
画

さ
れ
た
。
森
林
法
、
野
生
動
物
関
連
法
、
自
然
保
護
区
法
な
ど
環
境
関
連
の
法
令
が
公
布
さ
れ
て

お
り
、
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー
法
も
公
布
さ
れ
て
い
る
。

 
- 
中
央
政
府
、
州
政
府

共
に
様
々
な
環
境
保
全
に
関
す
る
決
定
や
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
中
央
政
府

は
、
国
際
協
力
事
業

に
関
す
る
意
思
決
定
と
監
理
を
行
う
機
関
と
し
て
法
的
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
目
的
の
た
め
に

国
立
公
園
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
局
は
パ
ラ
ナ
密
林
な
ど
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
国
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
 

組
織
・
財
政
面

 
協
力
終
了
後
も
、
効
果
を
上

げ
て
い
く
た
め
の
活
動
を

実
施
す
る
に
足
る
組
織
能

力
は
あ
る
か
。

 

 
- 
各
組
織
と
も
に
人
員
配
置
、
予
算
措
置
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
組
織
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
各
々
が
分
担
さ
れ
た
役
割
を
担
っ
て
い
く
分
に
は
十
分
な
組
織
能
力
を
有
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

 
- 
た
だ
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
め
ざ
す

3
機
関

の
連
携
に
よ
る
活
動
の
実
施
を
考
慮
し
た
場
合
に

は
、
よ
り
一
層
の
連
携
・
協
力
の
仕
組
み
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
期
間
に

お
け
る
課
題
で
あ
る
。

 
 

 
活
動
成
果
を
研
修
・
普
及
し

て
い
く
た
め
の
組
織
的
枠

組
み
は
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。

 

 
- 
国
立
公
園
局
及
び
生
態
省
に
つ
い
て
は
、
内
部
に
知
識
普
及
や
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
し

く
み
が
あ
る
。
国
立
公
園
局

C
/P

に
よ
る
内
部
研
修
（
国
立
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
対
象
と
し
た

G
PS

研
修
な
ど
）
の
事
例
が
あ
る
。
一
方
、
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
し
く
み
は
な

い
が
、
非
公
式
な
形
で
の
知
識
普
及
は
時
々
行
わ
れ
て
い
る
。

 
- 
今
年
度
、
生
態
省
内

部
で
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
研
修
な
ど
を
始
め
た
。
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必
要
な
事
業
計
画

(短
期
・
長

期
)を

整
備
し
て
い
る
か
。

 
 

- 
ジ
ャ
ク
イ
事
務
所
の
利
用
方
法
（
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

20
06

年
3

月
ま
で
の
計
画
に
つ
い
て
提
案
書
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

C
/P

機
関
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
を
収

集
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

 
- 

A
PN

は
、
定
期

的
に

3
種
類
の

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
第
一
は
、

A
PN

全
体

に
つ
い
て
の
基
本

方
針
で
あ
り
、
同
方
針
は
総
裁
の
任
期
を
対
象
期
間
と
し
て
い
る
。
第
二
は
、
各
国
立
公
園
が
作

成
す
る

5
カ
年

計
画
で
あ
り
、
イ
グ
ア
ス
国
立
公
園
も
作
成
し
て
い
る
。
第
三
は
、
各
国
立
公
園

の
主
要
な
部
署
が
作
成
す
る

2
ヵ
年
実
施
計
画
（
活
動
計
画
を
含
む
）
で
あ
る
。
イ
グ
ア
ス
国
立

公
園
に
つ
い
て
は
、

5
カ
年
計
画

を
更
新
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
次
期
計
画
に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
す
る
計
画
が

盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
同
公
園
の

2
ヵ
年

実
施
計
画
に
は
、

既
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

 
- 

M
ER

N
Ry

T
は
、

10
ヵ
年
管
理
計
画
及
び
年
間
活
動
計
画
を
定
期
的
に
作
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
を
管
轄
す
る
ウ
ル
グ
ア
イ
州
立
公
園
で
は

10
ヵ
年
管
理
計
画
の
み

作
成
し
て
お
り
、
現
計
画
作
成
時
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
前
で
あ
っ
た
た
め
、
現
計
画
に
は
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
活
動
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

 
- 
ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
計
画
は
有
し
て
い
な
い
。

 
 

 
実
施
機
関
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
、
十
分
に
確
保
さ
れ

て
い
る
か
。

 

 
- 
全
体
的
に
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
向
上
し
て
い
る
と
い
え
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
際
し
て
、

投
入
（
人
員
の
配
置
を
除
く
）
や
、
各
機
関
に
割
り
当
て
ら
れ
た
役
割
に
対
す
る
各
機
関
内
部
で

の
決
定
・
許
可
等
の
対
応
が
迅
速
で
あ
る
ほ
か
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
し
て
更
に
活
用
す
る

た
め
の
計
画
案
を
検
討
す
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

 
 

 
経
常
経
費
を
含
む
予
算
の

確
保
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

予
算
措
置
は
十
分
に
講
じ

ら
れ
て
い
る
か
。

 

 
- 
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
際
し
て
は
、
州
政
府
が
土
地
（
住
宅
用
地

6.
5h

a）
の
提
供
、

職
員
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
商
業
的
な
事
業
採
算
性
調
査
を
担
当
）
の
配
置
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
市
役
所
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
無
料
貸
し
出
し
、
資
材
の
提
供
及
び
作
業
員
の
投
入
を
行
っ
て
い

る
。

 
- 
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は

C
/P

機
関
よ

り
概
ね
適
切
な
投
入
を
受
け
て
い
る
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
の
運
営
の
た
め
の
人
員
配
置
及
び
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
各
機
関

の
役
割
分
担
、
予
算
措
置
、
収
入
の
使
途
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
 

 
将
来
の
予
算
が
増
え
る
可

能
性
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

予
算
確
保
の
た
め
の
対
策

は
十
分
か
。

 

 
- 
近
い
将
来
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
現
状
は
維
持
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
近
い
将
来
増
加
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
的
な
要
因
に
よ
り
現
在
実
施
中
の
活
動
の
自
立
発
展
性
が

劇
的
に
減
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
各
機
関
と
も
に
活
動
継
続
へ
の
意
欲
は
高
い
こ

と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
必
要
な
予
算
を
措
置
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 
 

技
術
面

 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て

適
用
可
能
か
つ
実
用
的
な

技
術
が
移
転
さ
れ
て
い
る

か
 

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
移
転
し
て
い
る
技
術
や
手
法
は
、
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
内
の
グ
リ
ー
ン
コ
リ
ド
ー

地
域
に
お
い
て
は
、
適
用
可
能
で
あ
り
、
か
つ
実
用
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

 
- 
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
と
手
法
は
、
ミ
シ
オ
ネ
ス
州
の
地
域
性
の
み
に
適

用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
他
の
州
に
お
い
て
も
適
用
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
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普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
か
。

 

関
係
者
を
対
象
と
し
た
研

修
実
施
の
仕
組
み
が
あ
る
、

技
術
移
転
の
仕
組
み
・
教
材

な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い
る

 

- 
国
立
公
園
局
及
び
生
態
省
は
、
内
部
に
知
識
普
及
や
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
し
く
み
が
あ

り
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
技
術
や
知
識
を
共
有
す
る
機
会
を
設
け
る
事
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
生
態
省

が
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
国
立
公
園
局

C
/P

に
よ

る
G

PS
研
修
、
情
報
共
有
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
あ
る
。

ア
ン
ド
レ
シ
ー
ト
市
に
つ
い
て
は
同
様
の
し
く
み
は
な
い
が
、
非
公
式
な
形
で
の
知
識
普
及
は

時
々
行
わ
れ
て
い
る
。

 
- 

H
P
の
維
持
・
更

新
に
つ
い
て
は
担
当
者
を
配
置
し
、
必
要
な
情
報
の
収
集
の
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

 
 

 
関
連
機
関
と
の
業
務
提

携
・
連
携
関
係
が
良
好
に
維

持
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
見

通
し
は
あ
る
か
。

 

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
関
係

3
機
関

の
連
携
・
業
務
提
携
を
強
化
す
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

 

 
 

C
/P

ス
タ
ッ
フ
の

多
く
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も

実
施
機
関
に
残
る
見
通
し

は
あ
る
か
。

 

 
- 
主
要
な

C
/P

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
実
施
機
関
に
お
い
て
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
州
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
の
見
通
し
で
あ
る
。

 

 
 

資
機
材
の
維
持
管
理
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

 
機
材
利
用
台
帳
が
作
成
・
活

用
さ
れ
て
い
る
、

 
各
資
機
材
に
つ
き
管
理
担

当
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る

 

- 
現
在
は
、
日
本
人
専
門
家
の
責
任
の
下
で
供
与
機
材
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
機
材
リ
ス

ト
が
作
成
さ
れ
、
個
数
、
到
着
日
、
設
置
・
管
理
場
所
、
及
び
利
用
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 
- 
た
だ
し
、
日
本
人
専
門
家
の
不
在
時
に
は
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
側
に
よ
る
資
機
材
及
び
施
設
の
維
持
管
理
体
制
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
は
、
事
務

所
及
び
機
材
は
現
地
従
事
者
が
、
車
輌
は

C
/P

が
管
理
し
て
い
る
。

 
 

社
会
・
文
化
・
環
境
面

 
女
性
、
貧
困
層
等
へ
の
配
慮

不
足
に
よ
り
持
続
性
を
妨

げ
る
可
能
性
は
な
い
か
。

 

 
- 
自
然
環
境
保
全
に
は
利
害
関
係
者
間
の
対
立
が
生
じ
や
す
い
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
は
幅
広
い
社
会
階
層

を
対
象
と
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
持
続
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
要
因
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。

 
 

 
環
境
へ
の
配
慮
不
足
に
よ

り
、
持
続
性
を
妨
げ
る
可
能

性
は
な
い
か
。

 

 
- 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
配
慮
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
。

特
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
に
つ
い
て
は
、
環
境
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
減
じ
る
方
法
を
十

分
に
考
慮
し
た
方
法
で
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
続
可
能
性
を
妨
げ
る
可
能
性
は
な
い
。

 
 

そ
の
他

 
自
立
発
展
性
を
阻
害
す
る

そ
の
他
の
要
因
は
あ
る
か
。

 
- 
特
に
な
し
。
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C/Ps アンケート結果まとめ 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【投入について】 

１．日本人専門家（短期専門家を含む）派遣の方法について、数、専門分野の選択、能力、滞在期間及び

派遣のタイミングは適切で、プロジェクトの効果的な実施に貢献しましたか？ 

「②普通」及び「③不適切」の理由 

・ 1）数について        ：作業が多すぎる。 

・ 2）専門性及び 3）能力について：ケースバイケース。 

・ 4）滞在期間について     ：渡邉専門家の不在期間が長い。（→渡邉専門家が現地での

業務を取りまとめているので、不在時には意思決定や業務

遂行に時間がかかる。） 

・ 5）タイミングについて    ：官僚主義、コミュニケーションの問題。（→プロジェクト

開始当初は、コミュニケーションが困難であった。主にス

ペイン語能力の不足のため、専門用語が使いこなせず、意

識の統一が難しかった。現在は改善されてきているが、解

決はされていない。） 

 

２．アルゼンチン側投入の質、量及びタイミングは、適切でしたか。投入には、人員の配置、建物、設備

など物理的投入及び予算措置が含まれます。 

 

1）数 2）専門性 3）能力 4）滞在期間 5）タイミング
①適切 7 7 4 3 7
②普通 1 1 1 0 0
③不適切 0 0 0 5 1
無回答 0 0 3 0 0
計 8 8 8 8 8

回収数： 8 件 
配布方法：プロジェクト調整員を通じて、3 つの C/P 機関窓口（C/Ps）に配布の後、各機関内部で配布。

配布対象：関係者全 21 名のうち、本プロジェクトへの関与が深い者 8 名。 
結果のとりまとめの方法： 
・ 結果のとりまとめに当たっては、質問項目の要点を和訳したものに回答結果を盛り込む形を取った。

・ また、回答のない補助質問項目については、省略してある。 
・ 質問項目の詳細については、別添の｢C/Ps に対する質問票｣（英文）を参照のこと。 
・ 記述式回答部分については、意味不明確な点がある場合はインタビュー調査において補足質問した。

補足部分については、（ ）内に記述した。 

①はい 5
②いいえ 3
無回答 0
計 8

添付資料 4
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「②いいえ」の理由 

・ 現場において能力のある人間が少ない。 

・ 生態省及び国立公園局が十分な人員及び予算を提供しないため。 

・ 従事人員が少ない（一人のみ）。現場に自動車が無い。 

 

３．日本側が供与した機材・設備について、その種類、質、量及びタイミングなどは適切でしたか。 

「②普通」又は「③不適切」の理由 
・ 2）種類について   ：情報機材不足。（→生態省、国立公園局にはノートパソコンが供与

されたにもかかわらず、アンドレシート市には供与されなかった。

公平に供与してほしい。） 

・ 3）質について    ：市役所参加者に対する卓上コンピュータ及びノート型パソコンが無

い。 

・ 4）タイミングについて：メカニズムが非常に遅い。（→パイロット事業サイトの建設などで

必要な機材・設備の購入の際、手続きに時間がかかった。3 つの C/P

機関と JICA で会議を重ねる必要があり、そのための連絡にも時間

がかかった。パイロット事業であるため、３者間での検討プロセス

も必要なプロセスであったとは思うが、時間がかかりすぎた感があ

る。） 

 
４． 日本の支援の方法(アプローチ)は、適切であると思われますか。 

 

５．本邦研修に参加しましたか。 

1) 「①はい」と回答された方は、研修項目は何でしたか。 

・ 自然保全 

2) 本邦研修は、内容、カリキュラム、研修人数(クラスの大きさ)、期間及びタイミングの面にお

いて、プロジェクト活動の円滑かつ効果的な実施に貢献しましたか。 

1）種類 2）量 3）質 4）タイミング
①適切 8 6 7 6
②普通 0 1 0 1
③不適切 0 0 1 1
無回答 0 1 0 0
計 8 8 8 8

①はい 7
②いいえ 0
無回答 1
計 8

①はい 2
②いいえ 6
無回答 0
計 8

①はい 1
②いいえ 0
無回答 7
計 8
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【進捗とプロセスについて】 

６．あなたの勤務時間のうち、本プロジェクトに関する業務はどの程度の割合を占めていますか。（大体の

割合で結構です。） 

平均 32.5％ 
 

1) 上記の割合は、業務遂行に十分ですか。 

 

７．本プロジェクトにおいて、あなたが担当している役割／活動はなにですか。 

・ 管理員会及びワークグループの全ての会議に出席。全ての管理手続きのカウンターパー

ト、外務省及び JICA への書類及びフォームの提出。 

・ 事務局長、報告書の作成、基本計画の作成、資材のデザイン、プレセンテーション、セ

ミナーの調整。 

・ ローカル観光の開発。 

・ 土地利用についてのアンケートに参加。 

・ ワークショップ及びセミナーに参加。 

・ 環境教育プラグラム調整員。 

・ 州政府及び中央政府に対する観光、環境及びスポーツへの取り組み。 

・ 研修コースの実施。 

・ スポーツ活動の開発、交流及びイベントの開催。 

・ 環境教育に関するコンサルティング 

・ 固有文化に関するコンサルティング 

・ ＧＰＳ及びデータベース管理に対するコースの教師。 

・ 自然環境管理に関するコンサルティング 
（   は、厳密には本プロジェクトの活動ではないが、連携可能な業務である。） 

 

８．プロジェクト実施において、問題や困難なことはありましたか。 

 

1) ｢①はい｣と回答された方は、それは何ですか。 

・ 所属機関の任務により、プロジェクトへの従事時間が制限されているため。 

10% 4
30% 2
70% 1
無回答 0
計 7

①十分 4
②十分ではないが、やりくり可能 3
③不十分 1
無回答 0
計 8

①はい 5
②いいえ 3
無回答 0
計 8
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・ 明確でない企画、人員不足、問題のあるコミュニケーション、明確でない予算。（→具体

的な活動、指標、責任の所在が不明確。事業計画が不十分である。） 

・ 他カウンターパート機関の公務員が不足している。 

・ 十分な人員不足。 

2) それをどのように解決しましたか／することができますか。 

・ 作業を代行する。（→ C/P 配置を増員して、本プロジェクトについて自分が担っている

業務を分担させる。） 

・ コミュニケーション及び研修を計画し改良する。（→ コミュニケーションを改善し、業

務に携わりながら能力を高めて行くことにより、改善する。） 

・ １人だけの案ではなく他の案の実行も可能でなければならない。（→ 生態省の声が大き

く、他の C/P 機関の意見が通りにくい。各機関から 1 名ずつではなく、数名ずつ C/P を

配置し、毎日でなくても良いのでプロジェクト事務所において勤務することが必要であ

る。） 

 

９．日本人専門家とのコミュニケーションは、円滑に行われていますか。 

 

1) 「③困難」と回答した方は、どのような問題がありますか。また、そのためにプロジェクトに

どのような影響がありましたか。 

・ 主な問題は言葉で、考え方を理解する困難さである。（→概念的な話になると、互いに十

分に理解し合えていない。） 

・ コミュニケーション、プロセスの考え方、目的の異なったビション。（→日本人専門家の

みの問題ではない。プロジェクト関係者全体にいえることである。報告・連携・相談の

不足。） 

 

１０． 各活動は、プロジェクト目標達成に向けて十分な進捗をしていますか。あなたが実際に関わってい

る活動につき、お答えください。 

「遅れている」との回答があったもの 

 
・ 活動 1－1 について：各々の機関が独立して管理しているのでまだ頻繁な情報の交流は行

われていない。プロジェクトに専念従事する人員の不足及びメカニ

ズム不足。（→ 各機関から情報データベースに関する担当者も配置

①非常に円滑 3
②普通 3
③困難 2
無回答 0
計 8

活動1-2 2
活動2-2 3
活動2-3 1
活動3-2 1
活動3-3 2
計 9
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されていない。どのようなしくみで運営していくか、も決まってい

ない。意見交換が不十分で、意思統一がなされていない。） 

・ 活動 1－1 について：参加不足。人員の研修。診断不足。 

・ 活動 1－1 について：チーム作業を行わない文化が長年続いている。 

・ 活動 2－2 について：統一不足。（→普及プログラムの計画・実施につき、C/P 機関の間で

意見が統一されていない。） 

・ 活動 3－2 について：予算不足。 

 

1) 「③遅れている」と回答した活動の中で、プロジェクト期間中の完了が難しいものはあります

か。 

 

【有効性について】 

１１． 上記以外で、プロジェクトの進捗を妨げる要因はありますか。 

 

1) 「①はい」と回答した方は、それは何ですか。 

・ 事前調査が不十分。幾つかの参加機関の役割が少ない。 

・ 十分な人員が配置されていない。 

2) それらの阻害要因は、どのように克服できると思いますか。 

・ 成果 1 について、インフラ、調整メカニズム、共同作業計画ができれば、調整の不足や

連携不足などの障害を解決することができる。 

・ 事前調査を改良する。有能な人員を導入する。 

 

１２． 逆に、プロジェクトの進捗を促進する要因はありますか。 

・ 専門家及び現地人員の献身、適切な機材。 

・ ４機関の共同作業。JICA 作業チームと機材の購入。 

１３． 本プロジェクトに関わることにより、新たな技術やより高度な能力を得ることができたと思います

か。 

・ ブラジリアへの研修旅行及びインターネット取り扱いコースの経験は大変良かった。 

 

①はい 0
②いいえ 7
無回答 1
計 8

①はい 2
②いいえ 5
無回答 1
計 8

①はい 8
②いいえ 0
無回答 0
計 8
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１４． あなたは、日本人専門家から学んだ知識・技術を他の人に教えることができると思いますか。 

 

【インパクトについて】 

１５． 技術・能力面の向上以外に、本プロジェクトに参加することによって、あなた自身について変化し

たことはありますか。 

 

1) ｢①はい｣と回答した方は、それはどのような変化ですか。 

・ やる気があれば全てが可能になる。機関間の相互理解は容易ではないが、常識、知識、

技術を用い機会を利用することができれば、まさかと思うことが可能になると考えるよ

うになった。 

・ パイロットプロジェクトの経験及び経験の交流によって。 

・ 情報の拡大化及び現状に対する他のビション。（→ ブラジル研修への参加やインターネ

ットの活用を通じて視野が広がり、自分たちの現状がより良く理解できるようになった。

情報へのアクセスが改善された。ブラジリアはアンドレシート市よりも資源は貧しいが

最大限活用していることを見て、アンドレシート市ももっとできることがあるのではな

いか、と考えるようになった。異なる機関が協力して同じ目的に向かって進むためには、

まず話し合い、いろいろある方法の中から同じ方法を選択して進んで行くことが大切と

思うようになった。） 

・ 態度、作業方法、新しい考え方。（→ アルゼンチンという国に対して期待を持てるよう

になった。実現しないかもしれないが、夢を持ち、自由に考えることで、実現すること

もあり、また実現に向かって進んでいくこともあると考えるようになった。） 

 

１６． 本プロジェクトについての評価、評判を聞いたことがありますか。 

 

1) 「①はい」と回答された方は、それは何ですか。 

・ 国際協力及びそれら協力の最終目的に関連した課題。（→ さまざまな憶測やデマが流れ

ている。例えば、「日本は材木を輸入するために、自然環境保護プロジェクトを実施して

いる」など。） 

・ 公的機関で肯定的な評価 

①はい 6
②はい、ある程度なら 0
③いいえ 0
無回答 2
計 8

①はい 5
②いいえ 3
無回答 0
計 8

①はい 6
②いいえ 2
無回答 0
計 8
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・ イグアス国立公園には役に立たないと言っている。（→ 国立公園局の中には、公園周辺

の環境保護に積極的な人たちと、公園内の環境保護のみに関心を向ける人たちの 2 派が

いる。近年では前者が主力となりつつあるが、後者から見ると本プロジェクトは公園内

には直接的な投入を行わないので、否定的に見る向きもある。） 

 

１７． 地域社会や住民、特に貧困者や女性、子どもなど社会的弱者、地域の習慣や文化、自然環境などに、

本プロジェクトの影響は出ていますか。 

 

1) ｢①はい｣と回答された方は、どのような影響か説明してください。 

・ 好奇心。作業を生み出す刺激が生まれた。例えばキャンプ場の建設。（→ 市長は、自分

の土地に同様のキャンプサイトを作ろうとしている。類似の動きが見られる。また、子

どもたちの間では、「将来、ガイドになりたい」という夢をもつ子どもが増えた。 

・ アンドレシート市の地域社会、イグアス町の学校で。 

・ 悪い影響は見られない、人間には害を与えない。 

 
【支援と自立発展性について】 

１８． 本プロジェクトは、アルゼンチン側及び日本側から必要な量及び質の支援が、適切なタイミングで

得られていますか。支援には、人員配置、施設・設備の整備、予算の措置、助言などが含まれます。 

 

1) 「②いいえ」と回答された方は、どのような点において不適切ですか。 

・ プロジェクトはアルゼンチン側の人員的なサポートを必要としている。 

・ 自分の知識を伝える言葉が出来る専門家が必要である。経験不足。 

・ 国立公園局は人間及び機関としての役割をもっと投入する必要がある。 

 

１９． JICA 又は他のドナーによるプロジェクトで、近隣地域で実施されているものや類似分野のものはあ

りますか。 

 

1) 「①はい」と回答された方は、それは何ですか。 

・ スペイン協力（AECI）のアラウカリアプログラム。 

 

①はい 5
②いいえ 3
無回答 0
計 8

①はい 5
②いいえ 3
無回答 0
計 8

①はい 3
②いいえ 2
無回答 3
計 8
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２０． 本プロジェクトにより移転されている技術・知識は、アルゼンチン国の他の地域においても適用性

は高いと思われますか。 

 

２１． あなたの所属する機関又は関係機関が、プロジェクト終了後も本プロジェクトを通じて移転された

知識や技術を活用していく可能性は高いと思いますか。 

 

２２． 本プロジェクトの実施過程において、必要な意思決定は適切かつ円滑になされていますか。ここで

は、a)各機関内、b) C/P 機関間の両方について答えてください。 

 

1) 「②いいえ」と回答された方は、それはどういう場合で、どういう理由によるものか、詳しく

説明してください。 

・ 決断する為の明確な診断が不足していた。お互いに相談し合うことが少なかった。 

・ 国立公園局には情報不足。カウンターパート間には調整されたチーム作業の習慣不足。 

 

２３． JCC や WG などモニタリングのしくみは、プロジェクト活動を改善し、円滑に実施するために適切

に機能していますか。 

 

1) 「②いいえ」と回答された方は、どのような意味で十分機能していないと思われますか。また、

どのような解決策（代替案）がありますか。 

・ マネージャー不足。組織するグループは多いが実行するものは少ない。 

・ 多くの人が集まり案だけを提供するが、実行に関してはサポートしない。 

 

 

 

 

①非常に高い 3
②普通 5
③低い 0
無回答 0
計 8

①はい 6
②いいえ 2
無回答 0
計 8

①はい 6
②いいえ 2
無回答 0
計 8

①非常に高い 4
②高い 3
③低い 0
無回答 1
計 8
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２４． あなたの機関の職員数及びその能力は、プロジェクト終了後に日本の支援無しで活動を実施してい

くのに十分だと思いますか。 

「②いいえ」の理由 

・ 数、従事時間及び質を良くしなければならない。 

・ プロジェクトには国立公園局から少なくとも３人が必要である。 

 

２５． プロジェクト活動に関する財政面での安定性及び自立発展性について、あなたの見通しを教えてく

ださい。 また、これらを高めるためにプロジェクトは何をすべきだと思いますか。 

 

「③不安定／不足」の理由 

・長期にわたって資金が必要だから 

 

２６． 本プロジェクトの活動により、地域社会や文化・慣習、自然環境及び社会的弱者に対してマイナス

の影響を及ぼす可能性はありますか。 

 

以上 

①はい 5
②いいえ 2
無回答 1
計 8

①はい 0
②いいえ 8
無回答 0
計 8

①非常に安定的／持続可能 2
②現状維持は可能 3
③不安定／不足 3
無回答 0
計 8
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